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カイコを飼うことで開いた自然界のとびら 
                                  島

田 雅美 

１、はじめに（なぜ３年生の総合学習「カイコ」か） 

① カイコという生き物 

カイコは約１ヶ月の間に、たまご→幼虫（けご毛蚕５齢まで４回脱皮する）→

さなぎ→成虫と完全変態をする。短期間でみるみる大きくなっていくカイコの

様子は 

３年生の子どもたちにもよく見え、毎日でも観察したくなる生き物だ。それに

低学年の生活勉強で自分たちの興味関心から出発した様々な体験的学びをくぐ

ってき 

た子どもたちにとって、さらに学習や活動が広がっていくカイコの学習は３年

生の活動的なことに興味を持つ時期にぴったり合うし、総合学習の入り口とし

ても子 

どもたちにとって入りやすい。 

 

② 今年は８０００頭を飼った ～小さな養蚕農家～ 

今年は学年で８０００頭、班（６人）で５００頭、個人で１０～２０頭のカイ

コを飼った。子どもたちは少し大きくなってから家に持ち帰り世話をしたが、

みんな 

で飼っている時にはわからなかったことや気付かなかったことを家でじっくり

見ることによってわかったこともたくさんあった。一方、一人で飼っていたら

わから 

なかったことが学級（集団）で飼う中で見えてくることもあり、学校と家庭の

両方でカイコを飼育している。 

 

③ この地域だからこそ学べること 

和光鶴川小学校のあるこの地域が養蚕の盛んな地域だったことも子どもたちの

学びをさらにゆたかにしてくれる。この地域が長野・群馬から（長野は地域に

よって 

は名古屋へ運んだらしい）八王子、そしてこの地域をぬけ、横浜までの「絹の

道」だったことや、昔の地図に残る町田駅前に広がっていた桑畑をみても、こ

の地域 

で養蚕農家がたくさんあったことがわかる。子どもたちは学校の近くに住んで

いる子もいれば１時間ぐらいかけて遠くから通ってくる子もいる。家で飼う時

の桑の 

葉の確保のために住んでいる地域を歩き、どのぐらい桑の葉があるか調べ「く

わのはマップ」をかいた。その中で子どもたちは偶然にも昔カイコを飼ってい

たり養 



蚕にたずさわっていた人に出会うこともある。ある子が佐藤さんという養蚕農

家のおじさんに隣のクラスの子と話を聞きに行って、その人がさらに農協に聞

いてく 

れるという広がりもあった。この子自身は最初あまり乗り気ではなかったよう

だが「行ってみて話を聞いているうちにどんどんおもしろくなったんだよ」と

話して 

くれた。 

 

④ 「家畜」としてのカイコ 

子どもたちはカイコを飼っているうちに「どうやったら病気をしないで大きく

させることができるか」「よい糸がとれるか」を考え始める。それは、教室に

持ち込 

まれる「着物・帯などの絹製品」や、昨年度の秋まつりで買ったまゆ玉人形、

養蚕農家の嶋野さんからの言葉などからカイコが「家畜」だということを少し

ずつ学 

んでいくからだ。カイコはペットではなく「家畜」だ。人間の役に立つ生き物

として存在し糸をとるためにその命をいただいてきたという歴史がある。この

ように 

人々がカイコの特性に合わせ、手を加えてきた（改良）歴史を知り、「カイコ

と人とのつながり」を学んでいくことを大切にしたかった。８０００頭という

数もそ 

のことを実感してもらいたいと思っての頭数だった。 

 

２、学習のねらい 

今年カイコを学習する上での大きなねらいを学年で次のように持った。 

① カイコの一生（たまご→幼虫→さなぎ→成虫）を知るなかで生き物を

見つめる眼を育て、興味を広げる 

② カイコを飼育するなかで、仕事に計画や見通しを持ち、生き物に合わ

せて生活する大変さを体験し、個人や班で協力して育て、飼いきる 

③ 学校の周りの桑の葉探しを通して、地域の自然に目をむける 

④ 「家畜」として飼われているカイコと人のつながりを知る 

⑤ まゆから糸を取り、コースターなどの製品をつくる。また私たちの生活の

中でどのようにして利用されてきたのかを知る。 

 

【２００２年度 ３年生 総合学習「カイコ」指導経過】 

 ５月  導入・・・Ａ６サイズのスケッチブックをみんなに渡す。 

「カイコのことで知っていること、知りたいこと」を書いてもらった。 

 ６月  カイコの飼育・観察とその中で取り上げてきたこと 

（５／１５～６／１５ぐらいまで） 

   たまご・・（ライトスコープと顕微鏡をテレビにつないでみんなで見

た） 

   毛蚕（１齢）・・完全変態          ※カイコの情報集め 



      ２齢・・桑の葉の見分け方・あげ方 報告カードやスケッチブッ

クで。 

      ３齢・・カイコの一生       着物などの絹製品が持ち込

まれる 

          くわのはマップづくり（各自、家での飼育スタート） 

      ４齢・・１０頭のカイコが１日に食べる桑の葉の量 

      ５齢・・熟さんになるカイコ、まゆ作りの準備（まぶしのこと） 

   【カイコについてのなぞを解く！ 】 

・ カイコはどこから伝わってきたのか・シルクロードのこと 

・ カイコは水を飲むか、飲まないか→おしっこはするの？ 

・ カイコの体のこと、えさのこと（骨はあるのか足は何本？） 

・ カイコガのこと（何を食べる？など） 

７月   まゆをどうするかで話し合う（熱処理をめぐって） ６／２５ 

養蚕農家の人との出会い・・嶋野さんに話しを聞く ７／１２ 

     （林間合宿で）岡谷蚕糸博物館、蚕糸・昆虫農業研究所の見学 

 ９月  まゆから糸へ糸から製品へ（秋まつりで売りたい！） 

     ズリだしでの糸取りからコースターづくり、まゆ玉人形づくりなど 

１０月  カイコを飼う中で人間が工夫してきたこと① 

・ さんぐ蚕具（くわでこ、えだきりばさみ、カイコを飼う棚、さんもう

蚕網） 

・ まぶし（昔のまぶし、回転まぶし、鳥の羽→自分達は筆でやったけれ

ど） 

・ 糸取りの機械化（おばあさんが手でやるのと機械とどっちがいい？） 

１１月 カイコを飼う中で人間が工夫してきたこと② 

・ 原種のカイコ「大造」のまゆと「家蚕」のまゆの違い 

・・改良のことも（糸取りを通しても違いを実感） 

飼育の中での工夫（嶋野さんのうちで見てきたもの） 

 

３、 カイコがやってくる前に・・ 

  今年は学年で話し合い、自由に気付いたことや、分かったことを書き込ん

でほしいと思いＡ６サイズのスケッチブックを全員に渡した。 

  カイコの卵が来る前、最初のページに「カイコのことで知っていること、

知りたいこと」を書いてもらった。（５／１４、火曜日） 

  これはこの段階での子どもたちのカイコについての印象や興味を知る上で

大切だと思い、まだカイコが目の前にない時に書かせてみた。 

H くん：「ぼくが２年生のとき、３年生がそだてていた。カイコはくわのはを

たべるみたい。おうちのちかくにくわのはあるよ。知りたいことは、まゆって

どんな 

のかしりたい。たのしみだなー。たまごってどんなおおきさなんだろうー」 

 



  Ｍさん：「カイコは、くわのはをたべる。かいこのまゆはいろんないろが

ある。知りたいことは、どうしてカイコはまゆになるの？カイコは、どうやっ

て生ま 

れるの？ 

      たまごはどれくらい小さいの？」 

  Ｔくん：「まゆから出てくるときはおしっこでとかしてでてくるんだよ。

てにあせやあぶらのついた手でさわったらしんでしまう。カイコのガはオスと

メスが 

こうびしてたまごをうんだらしんでしまうんですよ。知りたいことは、なんで

カイコのガはとばないの？なんでくわのはしかたべないの？」（姉６年） 

  Ｔくん：「知りたいことは、カイコの足はなん本あるの。カイコはどうし

て白いの。カイコはどうやって生まれるの。カイコはなんじかんたべてなんじ

かんね 

るの」 

  Ｎさん：「くわのはをたべる。さわるとむにむにしている。いとをはく。

かいこのめのまわりがくろい。知りたいことは、かいこはくわのはいがいにな

にをた 

べる？」（兄６年）         

上の学年にお兄ちゃんやお姉ちゃんがいる子はすでに見ているのと、教えても 

らったりして知っていることがたくさんあるのだろうと思っていた。それに対

して、兄弟がいない子はカイコに初めて出会うわけだから知りたいことがほと

んどだ 

ろうと思っていた。しかし想像していたほど差はなかった。なぜなのか考えて

いたら、Hくんが書いているように、２年生の時に同じオープンスペースで３

年生が 

隣で飼っている様子をよく見ていたことがわかった。それが印象に残っていた

り、３年生からちょっと教えてもらったことがあったのではないかと思う。だ

から桑 

の葉を食べることや糸を吐くことを知っている子が多かった。そして、上に兄

弟がいて身近に見てきたはずの子も実際に「自分のカイコ」として手にとり関

わって 

いくから見えてくるものがあって、どんなに身近にいたからといって必ずしも

「わかっている」ということにはならないのだと思った。でも驚いたのはみん

なのス 

ケッチブックを見ると、カイコは桑の葉を食べることは知っているけれども

「なぜそれしか食べないのか？」「他に食べるものはないのか？」というその

先の疑問 

もこの段階から持っている子たちが多かった。とにかく、この「知っているこ

と、知りたいこと」を書いてもらったことは、この段階での子どもたちのカイ

コへの 

様々な思いがよくわかるものになった。 

 



４、 いよいよカイコがやってきた～卵の観察～（５月中旬） 

１組の和田先生が横浜のシルクセンターから８０００頭分の卵をもらってきて

くれ、私は４０００頭を受け取った。この茶色の２つの封筒の中に４０００個

の卵が 

入っていることにあまり実感がわかず、しばらく机の上に置いておいた。その

うち和田先生から「そろそろ生まれてくるから分けておいたほうがいい」と言

われ、 

あわててその日の放課後たまごをシャーレに班ごと（６つ）に分けて教室に置

いておいた。 

次の日の朝、すぐに子どもたちが「あれはなんだ？」「もしかしてカイコのた

まご？」と聞きに来た。「さてなんだ？」と言うと、「ぜったいそうだよ！も

っとよ 

く見てみたい」と言うので、子どもたちと理科室から借りたライトスコープで

観察してみることになった。それ以降、毎日必ず見る子、時々見る子、いろい

ろな子 

がいたが、卵の色がだんだんと変わってきていることに気付き、事前に渡して

おいたスケッチブック（Ａ６サイズ）に書き込んでいる。（５／１５～） 

 ここではカイコのたまごの小ささや色をじっくりと見てもらいたいと思って

いた。こ 

のたまごからもうすぐ生まれてくるカイコを心待ちにしながら観察したかった。

そして 

意識しないと見えてこないような小さな変化を子どもたちに見つけてもらいた

かったの 

だ。それがこれからカイコを飼う上での「眼」（見方）になるのではと思った。

すると期 

待通り子どもたちは私には見えないところまでじっくり見ていることがよくわ

かった。 

そして私はこんな表現があるのかと驚かされたぐらい「色」に関して子どもた

ちは注意 

して見ていた。スケッチブックから何人かの子の観察を紹介すると、 

Ｙさん：「きょうのいろは、白と青がまざっている。ひびがちょっぴりだけは

いっているようにみえる」 

Ｒさん：「すこしひびがはいってた。もうちょっとでうまれそうだ。あしたは

うまれているかな？」 

Ｋくん：「たまごはけんびきょーでみるとすける」 

そのうちに、ある朝子どもたちから「先生！うまれてたよー」と言う声があが

り、顕微鏡とテレビをつないで、生まれたばかりのカイコ（毛蚕）とたまごを

みんな 

で見ることにした。この時はこれがこれから飼い始めるカイコとの「最初の出

会い」だと感じ、私自身緊張していた。さてこの子たちはどんな風に思うだろ

うかと 



興味があったのと、「きもちわるーい」という反応で終わってしまったらどう

しようという不安もあった。 

しかし、そこはカイコ、その不思議な魅力を信じテレビのスイッチを入れ 

た。セットしてテレビをつけたとたんに「えーっ」の声。もっとかわいらしい

図を想像していたのだろうか。とにかく、感想や絵にも生まれたばかりのカイ

コに毛 

がはえていたことが強く印象に残っているものばかりだった。 

また私が子どもと一緒に驚いたのは、たまごの中が透けて見えてカイコが中に

いる様子がわかったことだ。そして、まさに今生まれたばかりのカイコを見た

時に、 

出てきた穴までしっかり見えて、おしりのほうはまだたまごにくっついている

様子もはっきりと見ることができておもしろかった。子どもたちの感想もそん

な驚き 

の感想が多い。 

Ｓくん：「かいこって生まれていちばんはじめ毛虫ににて        

いたよ」 

Ｔさん：「たまごがいっしゅんカイコの 

かたちがいっしゅんみえた」 

Ｔくん：「うまれたばかりなのにとてもかっぱつでいろんなことをしてびっく

りしました」 

 

５、 シャーレを一人ひとり持たせて、観察スタート！ 

５月１５日からすこしづつ生まれはじめて、５月の下旬にはほとんどのカイコ

がたまごからかえった。そこで、シャーレを３６個にわけて一人ひとりに世話

（掃除 

・桑の葉やり）を任せることにした。その頃からスケッチブックにいろいろな

発見が書き込まれるようになってきた。その方法も様々でぬけがらをテープで

はりつ 

けたり、うんちをそのままはりつけてあったり、文章で細かく書かれていたり。

その一部を紹介すると、 

Ｙさん：「今日カイコを見たらカイコが大きくなってた。うんちも大きくなっ

てた。月・ 

火のあいだにすっごく大きくなってたよ」（５／２９） 

  「今日はうんちをけんびきょうで見たら、ぼこぼこしててうんちもカイコ

もす 

ごく大きくなってる」（５／３０） 

Ｒさん：「あたらしいはっぱを、上からおいたら大きいのがたべにきた。   

うんちがおおきくなった。カイコが大きくなったながいのもいる」（５／２

９）  

Ｗくん：「きょうみたらすごくかいこがでっかくなってた。でも２とうちっち

ゃいの 

がいる。うんちの大きさ〈じっさいのうんちと虫眼鏡でみたうんちが描か 



れている〉（５／２９）」「まえよりでかくなってげんきいっぱいはっぱもも

り 

もりたべてる。これからカイコがでかくなるからたいへん。まえよりうんちが 

でかくなってるからでかくなったからいっぱいはっぱをいっぱいあげた（５／

３０）」 

６、いよいよオープンスペースにさんざ蚕座がならぶ（６／３、火曜日） 

それまでは週末のたびに私が家にもって帰り世話をしていたがいよいよ、蚕座

に引越しする日がやってきた。日曜日にオープンスペースに蚕座というカイコ

を飼育す 

る容器（素材や形状は様々ある）を用意し、休み明けに子どもたちが学校へ来

た時にはオープンスペースがカイコでうめつくされていた。子どもたちは大騒

ぎだった 

が、私は今まではかわいい食べ方だったがこれからは覚悟をしなければと思っ

た瞬間だった。 

 この頃から、自分が決めた頭数だけ家に持ち帰ら 

せた。たくさんほしいという子ももちろんいたが、 

その前に「カイコの一生 １０頭のカイコが１日に 

食べるクワのは」（図１）というのをやっていたので、 

家で相談しながら５～１６頭ぐらい持ち帰っていっ 

た。この学習する前は「私は２５頭！」「ぼくは１ 

８頭！」とたくさんもって帰りたいという子たちが 

いたが、５齢の時には相当な量を毎日とってこなけ 

ればならないことを知り、考えて数を減らしたらし 

い。もし２５頭なら２７５枚の桑の葉を毎日約８日間とりつづけなければいけ

ないから 

だ。これは桑畑が近くにあり、確保できない限りは、家族総出で探し回っても

大変な作 

業だ。 

（図１） 

 

毛           

毛蚕（１れい）：３ミリ     →ほんのちょっと （約３日間） 

       ２れい   ：７ミリ      →ちょっと    （約４

日間） 

       ３れい   ：１センチと２ミリ →半分      （約４

日間） 

       ４れい   ：４センチ     →２枚はいかない （約６

日間） 

５れい   ：７センチと５ミリ →１１枚     （約８日間） 

 

 くわのはマップづくり 



 持ち帰る前に桑の葉をどこで手に入れられるか（農薬のこと、本当にとって

もいいのかどうか）もう一度確認した後、「くわのはマップ」をていねいにか

いてき 

てもらった。そして、箱の点検（防虫剤の話をしてあったので）が終わると、

持って帰ってもＯＫということになり、子どもたちは嬉しそうに抱えて持って

帰った。 

 子どもたちの地図を見ると歩いて５分から１５分ぐらいにある子が２５人、

駅の反対側まで行ったり、大きな道路をはさんで行く子が５人、それに２ヶ所

以上桑 

の葉があるという恵まれた環境にいる子たちは６人だった。こうしてみるとこ

の地域も養蚕が盛んだったとはいえ、だんだんと桑畑は減りそこらへんに植わ

ってい 

た木もなくなりつつあるのだなと感じた。子どもたちは「くわのはまっぷ」を

出すときに「お母さんと行ったんだ。自転車で探し回っちゃったよ。これから

も一緒 

に行ってくれるんだって」と嬉しそうに話してくれた。いつもは忙しくてなか

なか話せないけれど、この時間だけは一緒にいられると思ったから、本当なら

大変な 

桑の葉探しも楽しいものだと感じたのだろう。この桑の葉とりもお家の人の協

力があってこそだった。「仕事が終わってから一緒にとりに行っています」と

いう連 

絡帳が届き、疲れているのに申し訳ないなと思っていたら「楽しいです。子ど

もとゆっくり話す貴重な時間です」と言ってくれた。やはりお家の人の協力が

あって 

ここまで子どもたちが地域にとびだすことができたのだと実感した。 

 

カイコが苦手だったＲさんの変化 

 子どもたちにスケッチブックを渡そうと思ったのは、書き込んでいくうちに

自分の考えが積み重なっていき、後で見返したときにカイコについて学んでき

た道筋 

がわかると思ったからだ。カイコを飼う前からお母さんに「うちの子はあまり

好きじゃないみたいです」と言われていたＲさんは最初は筆で掃除をしていた

からよ 

かったがこれからどうするか心配気味の様子だった。でもスケッチブックを見

てみると、家に持って帰る前はそれほど熱心に書き込んでいるわけではなかっ

たが、 

家での飼育に入ってからは脱皮したカイコの抜け殻をすべてテープで貼り付け

ていた。そして「かおみたいなところがとれそうになっているからもうすぐだ

っぴを 

すると思う」と書いているようにじっくり観察している様子がわかる。また、

「ちょっと前にあげたはっぱがすぐなくなっている」と書いているように、自

分があ 



げた葉を食べて大きくなっていく様子をみたり、友だちの様子を見ながらだん

だんと「かわいい」と思えるようになっていったのかもしれない。まゆになる

ときに 

１頭死んでしまったのだが、「１頭あまりうごかない。しにそうになっている。

病気かもしれない。トイレットペーパーのしん（まぶし）の中でかどにはりつ

いて 

丸くなっている。」とあり、さらに「今日カイコが死んでしまった。くわの葉

につつんでにわにうめた。お花もかざった。かなしかった」この時に同時に川

柳も書 

いてあるが「カイコさん しんでしまって かわいそう」→わたしの気もち。

と書いてあった。これをみてだんだんとＲさんの中でカイコという存在が変わ

って来た 

のだなと感じた。 

今年スケッチブックを子どもたちに渡してよかったのは、一人ひとり好きなよ

うに書き込めることだと思った。気付いたことをすぐに書き込めるので（メモ

だとな 

くしてしまうこともあると思った）発見や疑問を手軽にかける。しかし、これ

は当たり前だが個人差があった。ページの使い方がむずかしかったのか、ペー

ジが前 

後したり飛び飛びに書き込んでいった子もいれば、毎日１ページずつ桑の葉の

量とうんちの大きさを書き込んだ子もいた。 

こちらからはこういう風に使ってほしいということは言わずに、「自分の好き

なように使ってもいいのだ」と伝えてあったので今読み返してみるといろいろ

なスケ 

ッチブックがあっておもしろい。すでに２冊目にはいっている子もいれば、ま

だ半分の子もいるようにページの使い方も様々だが、１人ひとりのスケッチブ

ックで 

あってほしいというねらいにはみんな工夫しながら書き込んでいると思う。 

７、桑の葉対決をしようとしたが、反応がなかった・・なぜだ？ 

 できるだけ大きめの桑の葉をみんなに見せ、「これより大きい桑の葉があっ

たら持ってきて！先生の葉っぱとどっちが大きいか対決しよう！」と呼びかけ

たが、 

ＲさんとＳさんがもってきてくれただけで終わってしまった。なぜだろう。呼

びかけがいまいちだったのだろうか。それとも、その頃にはすでにカイコを家

に持ち 

帰っていて観察日記の方に夢中だったのか？子どもたちのスケッチブックを見

ると、対決しようという呼びかけに応えるというよりは目の前の自分のカイコ

の方に 

夢中になっていたようにも思える。また私が持ってきた葉は大きくてみんなは

それ以上の葉を探すのがむずかしかったのかもしれない。呼びかけに応えてく

れる子 

もいればそうでない子がいることがわかった。 



 

８、カイコの疑問 

カイコを飼う中で疑問もたくさん出てきた。授業の中で出し合う時間をもった

ところ、以下の１８個の疑問が出てきた。 

① 横になってもがいていたのはなんで？（Ｍさん） 

② カイコの「は」ってなあに（Ｔくん） 

③ カイコのおしっこってなんだろう（Ｋさん） 

④ ジュースものんでいないのになんでおしっこをするの（Ｋさん） 

⑤ カイコにほねはあるの？（Ｈくん） 

⑥ カイコはなんでしゃべらないの？（なかないの？）（Ｈくん） 

⑦ だっぴにしっぱいしたカイコを人げんがたすけることができるの？

（Ｔくん） 

⑧ ひめこはなんで白いのか？（Ｍくん） 

⑨ 目ってどこについているの？（Ｔくん） 

⑩ カイコの足のかたちがちがうのはなぜ？（Ｔくん） 

⑪ どこに糸をためているの？（Ｈくん） 

⑫ からだの中はどうなってるの？（Ｈくん） 

⑬ カイコのかおってどこ？（Ａくん） 

⑭ カイコのかおと足がはなれているのはなぜ？（Ａくん） 

⑮ なんでカイコはそこらへん（やせい）にいないの？（Ｋくん） 

⑯ なんでカイコはおしりにとげがあるの？（Ｋくん） 

⑰ カイコガはなにをたべるの？（Ｙくん） 

⑱ なんでカイコはくわのはしかたべないの？（Ｈくん） 

 

 この中で子どもたちが興味を持って調べてきたのは、③④のおしっこに関し

てと⑤のほねのこと、⑰のカイコガのこと、⑱の食物について。また、シルク

ロード 

について２人の子が調べてきた。オス・メスの違いについても調べてきている。 

また、３人の子の家から着物や帯が届いて、みんなに見せてあげることができ

た。子どもたちは絹製品の美しさに驚いていた。あるお母さんは「この着物は

おばが 

手染めし、手織りしたものです。今ではこういうことが出来る人がいなくなり

ましたがつい５０～６０年前の信州ではそれが出来ないとお嫁にいけないと言

われて 

いました。」と手紙を添えてくれました。子どもたちに読んであげると、着物

は今ではめったに着ないのでなじみがないが昔はそうではなかったのだとわか

ったの 

と、絹で織られた着物がいかに高級品だったかわかったと思う。 

からだについてのなぞはとりたてて授業をし、名前を覚えていった。この頃か

らスケ 



ッチブックに描かれる絵の様子も変わってきて、ていねいに足を描いたり、紋

もしっかりと強調して描いている。今まであやふやだった部分が体の名称を覚

えるこ 

とによって明確になりよく見えるようになったのだと思う。 

 

９、はじめてのさんざ蚕座の掃除と桑の葉を食べる音をきいた 

 蚕座に移して１週間たった６／１０に子どもたちと初めて掃除をした。カイ

コの蚕座の掃除の仕方を体験してほしかったからだ。やり方はネットをかけて

おいて 

桑の葉をやり、上にあがってくるのを待ち（カイコの習性で上に上がってく

る）、下を掃除するという作業だったが、ゆうに２時間はかかってしまった。

その最中 

にある班はごみ箱に運ぼうとした時にフンを教室中に撒き散らしてみたり、す

ごい騒ぎになった。掃除ひとつに一体何時間かかるのかと心配したが、なんと

か無事 

に終え、蚕座に戻すとほっとした。そして、みんなでカイコが桑の葉を食べる

音を聴いた。その時の感想を子どもたちは次のように書いている。 

 

Ｔくん：「きょうカイコのはっぱをたべてそのおとパリパリムシャムシャって 

たべるんだ。あとそうじしてかいこうれしそうにしてたとおもったよ。かんそ

うは 

よっぽどつかれたよ」 

Ｙさん：「カイコは上から下、上から下ってかんじでいつもたべているからお

も 

しろい。ぱりぱりたべてた。はじめてそうじをして、たいへんだった。 

だけど、ひとりじゃなかったからできた。おもしろかった。」 

Ｒ・Ｙさん：「今日はじめてカイコをさわれた。もっとさわりたいな」 

  →（次の日の生活ノートから）「今日はじめてカイコがさわれてうれしか

ったよ。おかあ 

さんに「さわってみな」ってきいたらヤダッゼッタイヤダッって言ってたよ」 

 Ｒ・Ｙさんは虫が苦手で今まで触ったことがなかったらしい。カイコが小さ

い時は筆 

などを使っていたらしく、素手で触っていなかった。でもＲ・Ｙさん自身カイ

コが嫌い 

なのではなく触れたらいいなとずっと思っていたらしい。でもなかなかきっか

けが持て 

ずにいた。でも班のみんなの励ましもあってなのか、この掃除をきっかけに触

れるよう 

になったと喜んでいる。それ以降は顔に乗っけても平気でカイコについても意

欲的に（１ 



年生の弟のためだと言っていたが）私も驚くぐらい意欲的に調べたりするよう

になった。触ったら気持ちがよかったと言っていたが、触るまでに「大丈夫だ

よ、 

平気だよ」というようなみんなからの手助けもたくさんあったのだろう。この

ようなやりとりのなかで苦手だと思っていた気持ちがどこかへ影をひそめてい

くの 

かも知れない。 

  

１０、カイコ川柳づくり 

 カイコが身近な存在になった頃、カイコの川柳をつくってみようと呼びかけ

た。はじ 

めは「かいこかるた」を作ってみたいと思ったのだが、私がひとつ作ってみる

と、それ 

がみんな「かいこさん・・」から始まるものになり、かるたの前に川柳もいい

と思って 

作りはじめた。ここでは子どもたちが「どんな風にカイコをみているのか」知

りたかっ 

たのと言葉を使って表現してみることのおもしろさを味わってほしかったから

だ。その 

後、家でも思いついたら書く、という子がたくさんいた。いくつかを紹介する

と、 

「かいこさん かいてんまぶしで めがまわる」 「かいこさん マユのなか

で なにしてる」  

「かいこさん いっぱいたべて でかくなれ」 「かいこさん いつもせわさ

れ うれしいね」  

「かいこさん さんざのうえで やすんでる」  

 

１１、まゆをつくりはじめた！ 

 子どもたちのカイコがまゆ作りにとりかかる頃、スケッチブックには長い時

間見ていたのだろうなと思わせる観察やスケッチがどのスケッチブックにも残

され 

ている。 

 お兄ちゃんが上に２人もいる Iくんも生活ノートに「きのうカイコのまゆが

できたよ。なるしゅんかんをはじめてみたよ」と書いてきている。Iくんにと

って見 

慣れているカイコだったが"自分だけのカイコ"は初めてだったのだろう。その

自分だけのカイコがまゆになった瞬間を見ることができて嬉しかったというこ

とが 

よく伝わってくる。 

  Ｓさん：「６／１６、朝２まい、昼０まい、夜０枚、のこりの１とうはま

だくわのはをたべていたけど少しとうめいになってきたからしんのなかにいれ

た。 



６／１８、ぜんぶぶじにまゆになったからうれしかった。６／１９、学校にぜ

んぶもっていった。学校からかえったらカイコがいなくてさみしかった。」 

Ｒ・Ｙさｎ：「６／２２、８とうがまゆになった。１とうがまゆをつくり中。

１とうがいとをだしていない。８とう目のかいこがふたりでまゆをつくっちゃ

った！」 

 この段階では観察にも自分の書き方やペースができていている。そして糸を

はきだす 

頃にはいつもよりさらに細かく書いてきている子が多い。普段あまり書かない

子たちが 

書きたくなるのだろうなと思う。それぐらい、まゆになることは驚きだし、何

か一仕事 

終わったという感じなのだろう。何人かのスケッチブックを紹介すると、まぶ

しに入っ 

ていく様子やどうやって作っていくのか、けばを貼り付けてみたりしている。 

１２、まゆをどうするかでみんなでたくさん話し合った（６／２７） 

ほぼ全員のカイコがまゆになった頃、このまゆはどうするのか子どもたちから

聞かれたことで、このまゆをどうするのかを話し合う事にした。「家畜として

のカイ 

コ」を意識させたいと思っていたから、この時点でカイコへのおもいをみんな

から意見をじっくりと聞いてみたい、話し合ってみたいと思った。「かわいそ

う」と 

いう声が多いだろうなとは予想していたので、さてどうしたらいいものか不安

もあったが「伝えたい！」という思いは 

強くあったので話し合いを持ちかけてみた。子どもたちはこれまでの１ヶ月間、

１０数頭を家に持ち帰り世話をし、まるで自分の子どものように育てていたカ

イコ 

を立派にまゆにした。しかしその後どうするかが空白だった子たちにとって、

中のカイコを（もうさなぎになっているが）熱処理して殺してカイコガになっ

て出て 

こないようにすることは予想していなかっただろう。カイコの作ったまゆから

糸がとれ、絹製品になることは知っていても、糸もとれてカイコガも見られる

と思っ 

ていた子も多かった。だからなんとかして「中のさなぎを殺さないで糸はとれ

ないのか」考えていた。Ｈくんは「カイコガは出てきても大丈夫！」と言った。

みん 

なで話しを聞くと、「出てくるときに溶かすって本に書いてあった。だから糸

は切れないはずだ」と言う。しかしＫくんが「でも溶かしたところはどうなっ

てるの 

？」と聞く。Ｈくんは「だってそう書いてあったんだよ」と訴える。私の方か

ら「カイコのはいた糸は１本なんだよ」と言うと、Ｍさんから「じゃあ、その

部分は 



とけているんだからやっぱりつながっていないんじゃないの？」と言う声が。

みんなからも「それじゃあ、意味がない・・どうしたらいいんだろう」となっ

てしま 

った。 

時間的な余裕はあまりない中で２日間かけて話し合ったが、「カイコガのこと

（口がな 

い、交尾をしたら死ぬ）」など調べていた子から発表してもらったり、生まれ

てくるたまご数を計算したり、穴があいたカイコは「くず繭」と言って売り物

にはな 

らない、昔はかけあわせを禁止していたことなどを話し合ってから、一人ひと

りの結論をスケッチブックに書いてもらった。（資料１、６／２７の通信参

照） 

 話していく中で、熱処理をして中のさなぎを殺さないと糸はとれないのだと

だんだん 

とわかっていくうちに子どもたちの中である結論が出てきた。それは「きれい

な糸がと 

れたり、すてきなまゆ玉人形ができるならばいつでもそばにいられる」「そも

そもカイコ 

はそのため（糸をとるため）にいるのだから仕方ない」というものだった。こ

れには多 

くの子たちが動かされ最終的には一人ひとりいろいろな方法で結論を出したの

だと思う 

が、「かいこがしんでしまうのはいやだけど、がになって４，５日でしんでし

まうならま 

ゆにしておいたほうがいいな。」「じぶんのまゆはたいせつにのこしておく

よ」というよ 

うな、絹製品にするためには仕方がないという結論に多くの子が動かれ、最終

的にガに 

せずにすべて熱処理するという結論に全員が至った。でも本当の意味でこの子

たちは「納 

得」はしていないと思う。熱処理に「飼いきれない、それよりきれいな糸をと

りたい」、 

「それしかない」「そういう生き物なのだ（家畜なのだ）」と思って、熱処理

に「それで 

いい」という結論を出してくれたのだと思う。でもそれが今のこの子たちの出

した最終 

的な結論なのだと思う。はじめは「かわいそう」と思っていた子どもたちが、

話し合っ 

ていくうちに「カイコはそういう生き物なんだ」「交尾させてもとても自分た

ちの飼える 

数じゃない」「責任がとれないのにガだけ見たくて、すぐ死なせちゃうのもか

わいそうだ」 



「それならきれいな糸をとったほうがいいんじゃないか」「秋まつりで私たち

のカイコが 

こんなきれいな糸を作ったんだって見せたい」「自分のカイコのつくったまゆ

は大事に家 

に置いておく」などたくさん出しあう中で自分たちなりの結論を出したのだと

思う。「家 

畜としてのカイコ」の存在を感じる大事な場面だったと思う。 

 

１３、養蚕農家の人の「仕事」を知る ～嶋野さんの話を聞いて～ 

７月１２日金曜日、もうすぐ熟蚕という忙しい時間の合間をぬって子どもたち

に話を 

してくれた。ここでは嶋野さんが仕事としてカイコを育てていること、つまり

養蚕農家 

の人の仕事、暮らし（生活）について知ってほしいと思った。みんなとは飼っ

ている数 

も９万頭と１けた違うのと、その数を３人で飼っていることなどを知ることで、

「生活の 

ためにやっている」ことが伝わればいいなと思った。子どもたちは久しぶりに

見るカイ 

コを触りたくて触りたくてすぐに「触ってもいいですか？」とたずねていた。

「いいよ」 

と言われると、うれしそうに触ったり、顔に乗せたりしていた。ひとしきりカ

イコに触 

った後、蚕室の中にある扇風機やテーブルに目が行く。さっそくそのことにつ

いて嶋野 

さんの奥さんに話しを聞くと、「これは桑の葉をやる時に持っていると疲れる

から置きな 

がらやるんだ」と教えてもらった。子どもたちは便利なものがあるものだと感

心して動 

かしたりしていた。数こそ違うけれど同じ作業をついこの間までしていた子ど

もたちに 

とって仕事が楽になるという点では興味があったのだろう。嶋野さんの仕事を

まじかに 

見た子どもたちはついこの間まで同じことをしていたからか、かなり「仕事」

を意識し 

ながら見ていたし、嶋野さんの言葉に耳を傾けていたと思う。Ｙくんのスケッ

チブックには「カイコを９万とうかっているのをきいてびっくりした。いちに

ちに 

くわの葉をトラックで３回とりにいくのをきいてとてもおどろいた。カイコを

３人でかっているときいたからたいへんだとおもった」と書いている。Ｈくん

は 



「５０年以上もやっているのもすごい」と書いている。８０００頭でも苦労し

たのだから９万頭を３人で飼っている嶋野さんに「すごい。どうしてできる

の？」 

という感じだった。またＷくんはみんなのしつもんでわかったことの中に「カ

イコをうるためにそだてているのはちょっとかわいそうだけどこういううんめ

い 

なんだよ」と書いている。 

次に回転まぶし（蔟と書く。熟蚕のカイコを入れて繭を作らせる道具で様々な

形がある） 

が置いてあるの２階に案内されると、ヒーターがあることや、まぶしの数の多

さとこの作業が丸１日～２日かかることも、さきほどすでにカイコの数を見て

いる 

ので納得といった表情をしていた。８０００頭で苦労したのだから、９万頭は

すごく時間がかかることも、経験した子どもたちだからこそ想像できたのだろ

う。 

また、最後に嶋野さんと握手をしてもらう機会があり、手をよく見せてもらっ

たり、握手をしてもらったりした。Ｍさんは「嶋野さんの手ははたらきものの

てだ 

った。あくしゅしてかわがあつかった」、Ｈくんは「しまのさんの手はとても

じょうぶですごくくろかった。ぼくとぜんぜんちがった」と書いている。この

よう 

に嶋野さんの手が印象に残っている子が多く、スケッチブックに描いている子

が多い。また、嶋野さんのにっこりと笑った笑顔を描いている子もいてこんな

ふう 

に子どもたちは嶋野さんのことを見ていたのだなと分かった。 

自分たちの飼育と嶋野さんの飼育の違いをどう見ていたのか何人かの子たちの

スケッチブックからひろってみると、 

Ｍさん：「２かいにあがってかいてんまぶしがいっぱいありました」 

Ｒ・Ｙさん：「かいこをどう思うか？→しょうばい、ほかのところでかって

る？→２かしょでかってる、かいこをかいてんまぶしにいれるときたいへん？

→たい 

へんでもない、いれものでうつす」 

と書いている。この嶋野さんの「しょうばい」という言葉にはいろいろな子が

書いて 

いるがＫくんは「カイコのことをかわいいとほんとうにおもってないの？」と

書いて 

いる。あれだけたくさん飼っているからきっと「かわいい」と思っているだろ

うと予 

想していたのだろうか。 

  

１４、子どもたちの表現 

 鶴小で１０月に行なわれる秋まつりで３年生はお店 



を出す。どんなものでもいいのだが、今まで学習してき 

た「カイコ」に関係するものや技術で作ってきたもの商 

品を売ることが多い。そこでどんなものを売りたいか聞 

いたところ自分たちも昨年も買ったからだろうが「次に 

カイコを飼う２年生が喜びそうなものを作ろうとか、せ 

っかくの大事なまゆを使うんだからすてきなものを作 

ろうと意気込んでいた。昨年自分たちが買った物を思い 

出しながら、いろいろと作りたいものをだしていった。 

 今年売ったのはカイコのおきもの、まゆ玉人形、コースター（絹・毛糸）、

川柳のはがきセット、しおり、カイコミニブックなどである。カイコのおきも

のは 

１ヶ月間じっくりと見てきた子だから「ああ、本当にこういうポーズをするよ

ね」という形のものをたくさん作った。１人３～１０コ以上つくり、それを台

紙に 

おいてタイトルをつけて売った。それらをみるとそのらしさがでていておもし

ろい。子どもたちのカイコを見てきた「眼」を感じることができた。カイコが

身近 

にいた時とはまた違った姿を見せてくれる子がいて、「そんな一面もあったん

だな」と発見する場面が秋まつりにむけての活動でたくさん見ることができた。

そ 

う考えると、秋まつりに向けての商品作りも単に売りものを作っているのでは

なく、今までの学習をさらに深めてくれるものとなり、下の子たちに自分たち

が学 

んできたこと、経験してきたことを伝えるという意味があったのだと思った。

今の３年生も昨年の３年生からカイコを伝えてもらったので、また自分たちも

伝え 

たいという気持ちになったのだろう。これはオープンスペースであることで、

下の学年の子たちが普段の生活の中で上の学年の子たちがやっていることが見

え、 

自然に学びあいが行われているのだと思う。こういう姿を見てきたから、前述

した熱処理するかどうかの段階で「その先にあるもの」として「絹製品（まゆ

玉人 

形）」が思い浮かんだのだと思う。 

  

 

今まで積み上げてきた学習の成果を出せた場面のひとつだったのではないか。 

                           

１５、人間の知恵を学ぶ                    （１０

月） 

① 蚕具 



カイコを飼う時に使う道具については、本当は１学期にやりたかったことなの

だが、できずに２学期になってやることになった。１学期にＲ・Ｙさんが蚕具

につい 

ていくつか調べてきてくれていたので、それを出発点にしながら、夏の合宿で

見てきた道具（岡谷蚕糸博物館）も思い出しながらやっていこうと思った。こ

こでは 

カイコは昔から飼われてきたが、道具も時代によってだんだんと変化してきて

いる。蚕具ひとつとってみても人々が「もっといい蚕になるように」「もっと

仕事が 

楽になるように」というように手を加えてきたはずだ。それを子どもたちと調

べていく中で、蚕が改良を重ねてきた家畜なのだということや、なぜ改良して

きたの 

かを糸取りなどを通じて分かってほしいと思っていた。 

② カイコの改良 

原種のカイコの「大造（だいぞう）」を飼ってきたので、改良されていない原

種のカイコと、みんなの飼ってきた「家蚕」のまゆを１人に１こずつ持たせて

比較し 

てみた。そこでは色の違い、まゆのやわらかさ、大きさ、まゆになる前のカイ

コの大きさが違ったこと、糸の感じ（からまっている、そうでない）、音が違

う、か 

たさ、重さ、かたちの違いが出された。その中で、Ｈくんが「まゆ作りがへた

そう」という言い方をしていた。それならば糸取りをしてそしてそれぞれの違

いを際 

立たせようと思い、糸取りをしてみることにした。 

とってみると、だんぜん「家蚕」の方が糸がとりやすかったことが実際に糸取

りをして分かった。少しでも多くの糸を取りたいと思って改良してきたことや、

子ど 

もたちから「もっと大きくさせてたくさん糸を吐くカイコを作ったら」という

意見も出てきた。 

 糸取りをしてみて「大造」と「家蚕」を比べてみたらこんな意見が出た。 

家蚕→【長さ：１２００から１５００ｍ】     大造→【５００～６００

ｍ】 

・とりやすいけどきりにくい                  ・まゆづ

くりがへたなのかな？ 

→つまりそれだけじょうぶだということ     ・からだがちいさいうちに

まゆを 

                           作り出したから糸

がだせない 

・すいすいかってにまゆから糸がはずれていってかんたんだった  ・さいし

ょのいとをさがすのがむずかしかった 

・すぐにさいしょのところがみつかる。             ・糸がま

けない、すぐ切れちゃう。 



・なげると（糸を）すぐくっつく。うまくはできなかったけれど  ・糸がす

ぐ「だま」になる、→からまりやすかった 

・さいしょからうまくできた                  ・糸取り

がむずかしかった！（全員） 

                               ・商品に

ならないんじゃないか？ 

（最初から黄色いと染めずらそう） 

 というような意見がでた。感想では二つのまゆが全然違うことを実感したと

いうものが多かった。いいカイコをつくるために「改良」が進められてきたこ

と、 

「大造」はその出発点にいるカイコの１種類なのだと伝えたら、「これじゃあ、

糸とりにくいもんね。いくらほぐれやすいといういいところはあってもさ」と

言 

う声や「自分たちが飼ってきたカイコは優秀なんだね」という声が出ていた。 

 

１６、最後に 

 今年初めての担任で子どもたちもクラス替えをしてわくわくして新学期を迎

えていた。総合学習・社会・理科という新しい勉強がはじまるということでの

期待も 

大きい。だから私自身この総合学習「カイコ」をがんばりたいと思っていた。

でも何からやっていいのかわからず最初のうちは困った。だんだんと観察や学

習が進 

んでいくにつれて、その緊張も少しずつほぐれてきて子どもたちのつぶやきや

発見がようやく見えてくるようになった。それでも子どもたちと一緒になって

ひたす 

ら桑をやったり掃除をしたりして毎日が終わっていった。夕方、和田先生と桑

の葉を取りに行って、最後の桑やりをして帰るという日課は「これが労働か」

と思い 

知らされた。つらい時もあり、どう子どもたちに伝えようか悩みながらやって

きたが子どもたちが見つけてくれたりして助けられた。今考えると子どもと一

緒にな 

ってやっていきながら見えていくものが多いのだと思う。こういうことをやり

たいとは思っても目の前の子たちの興味関心からずれていればそれだけ「教え

られて 

いる」というふうになってしまうだろう。頭ではわかっていたが、実際にやっ

てみて改めてわかった。でももっとこうしておけばこうなったかもしれないな

どと思 

うこともあり、これからも自分の興味の幅を広げていきたいと思っている。 

 


